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（1）  第550号（改版第53号） 2024年（令和6年）婦人ひめじ

1
月
4
日
㈭
、
姫
路
商
工
会
議

所
で
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
は
じ

め
理
事
5
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

1
月
7
日
㈰
、
姫
路
城
三
の
丸

広
場
で
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
新
年
交
礼
会

令
和
6
年

　
姫
路
市
消
防
出
初
式

2
月
10
日
㈯
、ホ
テ
ル
日
航
姫
路
で
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、岩
田
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

11
日
㈰
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
は
、
5
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
東
御
屋

敷
跡
公
園
の
ラ
ン
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
、甘
酒
を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
ま
し
た
。完
走
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
「
美
味
し
い
! !
」「
身
体

に
し
み
る
」「
あ
り
が
と
う
」と
喜
ん
で
頂
き
、
前
日
の
準
備
か
ら
終
了

後
の
片
付
け
ま
で
長
い
一
日
で
し
た
が
、私
達
も
参
加
し
て
良
か
っ
た

と
思
え
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
し
た
。

世
界
遺
産 

姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
4
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第
2
回

地
域
啓
発
講
演
会

清
元
ひ
で
や
す

﹁
新
春
の
つ
ど
い
﹂

姫
路
市

社
会
福
祉
大
会

中
央
卸
売
市
場
・
中
部
析
水
苑
　
施
設
見
学
会

（3）  第550号（改版第53号） 2024年（令和6年）婦人ひめじ

1
月
26
日
㈮
、
会
員
27
人
が
参

加
し
て
姫
路
市
内
2
か
所
の
施
設

見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
中
部
析
水
苑
」

姫
路
市
の
公
共
下
水
道
処
理
場

で
最
大
の
汚
泥
を
処
理
し
て
い
る

「
中
部
析
水
苑
」
は
東
は
市
川
、
西

は
汐
入
川
ま
で
の
市
街
地
の
主
要

部
分
を
含
む
中
部
処
理
区
で
、
約

30
万
人
の
下
水
を
処
理
す
る
終
末

処
理
場
で
す
。昭
和
54
年
に
完
成

し
、
晴
天
時
一
日
最
大
22
万
㎥
の

処
理
を
し
て
い
ま
す
。　

流
入
か

ら
放
流
ま
で
、
い
く
つ
も
の
沈
殿

池
を
通
っ
て
川
に
流
さ
れ
ま
す
。

「
中
央
卸
売
市
場
」

令
和
5
年
3
月
に
開
場
し
た
新

市
場
は
、「
播
磨
地
域
の
食
文
化
の

拠
点
」を
目
指
し
、
手
柄
か
ら
移
転

さ
れ
白
浜
の
妻
鹿
漁
港
の
近
く
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

卸
売
場
棟
は
入
荷
か
ら
出
荷
ま

で
が
一
つ
の
建
屋
内
に
あ
り

シ
ャ
ッ
タ
ー
等
で
完
全
に
外
気
と

遮
断
し
場
内
エ
ア
コ
ン
で
温
度
調

節
し
て
あ
る
最
適
の
市
場
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

11
月
2
日
㈭
、
婦
人
会
活
動
室

に
お
い
て
、
地
域
赤
十
字
奉
仕
団

員
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。赤
十

字
の
D
V
D
を
見
て
、
防
災
・
減

災
に
つ
い
て
学
び
、
最
後
は

A
E
D
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
の
実

技
を
し
ま
し
た
。参
加
者
20
名
は

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

2
月
4
日
㈰
、
ホ
テ
ル
日
航
姫

路
に
て
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
・

河
南
副
会
長
・
東
山
理
事
が
参
加

し
ま
し
た
。広
島
県
安
芸
高
田
市

の
石
丸
市
長

と
清
元
市
長

が
地
方
自
治

持
続
可
能
な

地
方
創
生
と

教
育
改
革
に

つ
い
て
熱
心

に
対
談
さ
れ

ま
し
た
。

11
月
21
日
㈫
、
姫
路
市
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
、
河
南
副
会
長
は

じ
め
理
事
3
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

表
彰
式
典
の
あ
と
、
谷
五
郎
氏

に
よ
る
記
念
講
演
「
谷
五
郎
の

ち
ょ
っ
と
え

え
話
し
〜
支

え
あ
い
、
思

い
や
る
心

〜
」
を
聞
き

ま
し
た
。
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県
連
合
婦
人
会
新
年
互
礼
会

令
和
6
年

﹁
は
た
ち
の
集
い
﹂

令
和
6
年

 

新
春
の
つ
ど
い

令
和
5
年
度 

生
活
学
級
合
同
修
了
式

2024年（令和6年） 第550号（改版第53号）  （2）婦人ひめじ

1
月
8
日
㈷
、ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
姫
路
市
成

人
式
典
に
岩
田
会
長
が
出
席
し
、二

十
歳
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

1
月
15
日
㈪
、湊
川
神
社
楠
公
会

館
に
て
開
催
さ
れ
、岩
田
会
長
は
じ

め
5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。県
連
合

婦
人
会
副
会
長
の
岩
田
姫
路
市
連

合
婦
人
会
会
長
の
司
会
で
始
ま
っ

た
式
典
は
、斎
藤
知
事
の
祝
辞
の
あ

と
、来
賓
紹
介
や
会
員
紹
介
で
幕
を

開
け
、
第
二
部
の
祝
宴
で
は
、
会
員

に
よ
る
「
秋
田
大
黒
舞
」「
壽
松
竹

梅
」な
ど
の
舞
踊
が
華
や
か
に
演
舞

さ
れ
、楽
し
い
交
流
の
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

1
月
19
日
㈮
、
ラ
ヴ
ィ
ー
ナ
姫
路
に
お
い
て
、
第
7
回
理
事
会
の
開
催
の

後
、
清
元
市
長
・
三
輪
議
長
・
北
川
連
合
自
治
会
会
長
・
沖
塩
市
民
局
長
他

来
賓
多
数
を
迎
え
て
、新
春
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
月
16
日
㈮
、
山
陽
百
貨
店
7

階
の
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
に
て
生
活

学
級
合
同
修
了
式
と
消
費
生
活
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。中
寺
、
豊

富
、
広
峰
の
学
級
生
が
参
加
し
ま

し
た
。主
催
者

の
和
田
副
市

長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
の
三

輪
市
議
会
議

長
の
祝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

生
活
学
級
修

了
証
の
授
与
の
後
、
弁
護
士
菊
地

幸
夫
氏
の
「
消
費
者
問
題
の
対
処

法
〜
実
態
を
学
ん
で
、
心
豊
か
な

人
生
を
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
が

開
催
さ
れ
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
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あ
い
め
�
せ

フ
�
ス
テ
�
バ
ル
2
0
2
3

お
城
ま
つ
り

美
化
活
動

ク
リ
�
ン
作
戦

第
30
回

農
林
漁
業
ま
つ
り

人
権
週
間

記
念
講
演
会

全
国
女
性
団
体
研
究
大
会

（5）  第550号（改版第53号） 2024年（令和6年）婦人ひめじ

11
月
11
日
㈯
、
姫
路
お
城
ま
つ

り
の
総
踊
り
に
姫
路
市
連
合
婦
人

会
か
ら
会
員
多
数
が
参
加
し
ま
し

た
。皆
で
赤
い
法
被
を
着
て
「
ひ
め

じ
お
城
踊
り
」「
播
州
音
頭
」
を
楽

し
く
踊
り
ま
し
た
。

11
月
17
日
㈮
及
び
12
月
12
日
㈫
、

美
化
活
動
と
し
て
イ
ー
グ
レ
ひ
め

じ
西
側
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11
月
18
日
㈯
、
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
岩
田
会
長
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席

し
ま
し
た
。30
回
を
記
念
し
て
清
元

市
長
ら
と
共
に
植
樹
を
し
ま
し
た
。

11
月
19
日
㈰
、
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
3
・

4
階
で
開
催
さ
れ
、私
た
ち
連
合
婦
人
会

は
活
動
室
で
S
D
G
s
を
取
り
入
れ
た

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
登
録
団
体
出
演

に
よ
る
打
楽
器
合
奏
に
婦
人
会
か
ら
2

名
が
参
加
し
、練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、
午
後
か
ら

は
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、落
語

家
の
桂
二
葉
さ
ん
に
よ
る「
落
語
を
や
る

の
に
性
別
っ
て
大
事
な
ん
か
な
ぁ
？
」と

題
し
た
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

12
月
14
日
㈭
、
あ
い
め
っ
せ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
女
装
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
・
ラ
イ
タ
ー
の
ブ
ル

ボ
ン
ヌ
さ
ん
に
よ
る
「
男
ら
し
さ
、

女
ら
し
さ
よ
り
自
分
ら
し
さ
が
社

会
を
変
え
る
〜
L
G
B
T
・
男
性
・

女
性
と
は
〜
」
と
題
し
た
講
演
会

が
あ
り
ま
し
た
。岩
田
会
長
は
じ

め
3
名
が
参
加
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
多
様
性
に
つ
い
て
、
私
た
ち
が

今
、
考
え
る
べ
き
大
切
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

令
和
5
年
11
月
21
日
㈫
、
11
月
22
日
㈬
、
第
71
回
全
国
女
性
団
体
研
究
大
会
が

神
奈
川
県
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ
ン
タ
ー
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、岩
田
会
長
が
兵
庫
県
連
合
婦
人
会
副
会
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

1
日
目
、
第
1
分
科
会
消
費
、
第
2
分
科
会
健
康
、
第
3
分
科
会
環
境
と
決
め

ら
れ
た
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

岩
田
会
長
は
第
3
分
科
会
環
境
に
出
席
し
、
東
海
大
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア

チ
ー
ブ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
科
教
授
「
二
の
宮
リ
ム
・

さ
ち
」
教
授
の
講
演
を
聞
き
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。全
国

か
ら
参
加
さ
れ
た
役
員
と
地
球
温
暖
化
・
S
D
G
s
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し
た
。

2
日
目
、
全
大
会
が
行
な
わ
れ
、
全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
櫻
井
よ
う
子
会

長
挨
拶
の
後
、来
賓
と
し
て
内
閣
府
、文
部
科
学
省
、厚
生
労
働
省
、神
奈
川
県
知

事
、川
崎
市
長
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
書
家
金
澤
翔
子
氏
が
壇
上
で
力
強
い
書
を
書
き
上
げ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。講
演
で
は
金
澤
泰
子
氏
の
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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能
登
半
島
地
震

へ
の
募
金

兵
庫
県
赤
十
字

有
功
章
等
贈
呈
式

﹁
N
H
K
海
外
た
す
け

あ
い
﹂
キ
�
ン
ペ
�
ン

海
外
た
す
け
あ
い

募
金

1
・
17
ひ
�
う
ご

安
全
の
日
の
つ
ど
い

�
そ
の
時
に
備
え
て
�
あ
な
た
の
側
に

姫
路
赤
十
字
病
院

絵
本
等
寄
贈

姫
路
保
護
観
察
協
会
・

姫
路
市
保
護
司
会

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

の
日
特
別
番
組

2024年（令和6年） 第550号（改版第53号）  （4）婦人ひめじ

1
月
17
日
㈬
、Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
な

ぎ
さ
公
園
に
於
い
て
、
日
赤
兵
庫

県
奉
仕
団
の
炊
き
出
し
訓
練
が
あ

り
、
岩
田
会
長
が
姫
路
赤
十
字
奉

仕
団
委
員
長
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。訓
練
内
容
は
、
５
０
０
食
の
ア

ル
フ
ァ
化
米
の
炊
き
出
し
で
し
た
。

無
料
配
布
と
い
う
事
で
、
約
30
分

強
で
す
ぐ
に
終
了
し
ま
し
た
。

F
M
ゲ
ン
キ
が
、
1
月
17
日
㈬
、

12
時
〜
13
時
生
放
送
が
あ
り
、
岩

田
会
長
が
な
ぎ
さ
公
園
の
炊
き
出

し
訓
練
会
場
か
ら
、
生
出
演
し
ま

し
た
。炊
き
出
し
訓
練
の
大
事
さ
、

F
M
ゲ
ン
キ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
が
、
い
ざ
災
害
時
に
大
切
か
を

話
し
ま
し
た
。

1
月
9
日
㈫
、
岩
田
会
長
、
河
南

副
会
長
、
上
野
理
事
が
姫
路
赤
十
字

病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。絵
本
や
折

り
紙
等
を
岡
田
院
長
に
手
渡
し
、
と

て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

姫
路
市
連
合
婦
人
会
よ
り
兵
庫

県
連
合
婦
人
会
を
介
し
て
日
赤
兵

庫
県
支
部
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
㈰
、J
R
姫
路
駅
ピ
オ

レ
姫
路
北
側
付
近
で
行
わ
れ
た
街

頭
募
金
活
動
に
、河
南
副
会
長
・
藤

谷
理
事
他
2
名

が
参
加
し
ま
し

た
。募
金
の
呼

び
か
け
に
た
く

さ
ん
の
市
民
の

方
が
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
し

た
。

　

12
月
26
日
㈫
、県
赤
十
字
奉
仕
団

委
員
長
の
友
藤
県
連
合
婦
人
会
長

と
共
に
岩
田
会
長
が
県
庁
を
訪
れ
、

「
N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
」
募
金

の
寄
付
金
目
録
を
、日
本
赤
十
字
社

県
支
部
長
の
斎
藤
知
事
に
手
渡
し

ま
し
た
。斎
藤
知
事
か
ら
は
感
謝
状

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
㈮
、
県
公
館
で
開
催

さ
れ
、
岩
田
会
長
と
上
野
理
事
が

出
席
し
ま
し
た
。

中
寺（
三
五
、〇
〇
〇
円
）

広
峰（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

城
西（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

豊
富（
三
二
、〇
〇
〇
円
）

水
上（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

四
郷（
見
野
）（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

金
色
有
功
章　

豊
田
多
恵
子

　

銀
枠
感
謝
状　

松
本
由
美
子

1
月
19
日
㈮
、
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お

い
て
令
和
6
年
新
年
総
会
及
び
情

報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
総

会
終
了
後
の
情
報
交
換
会
に
岩
田

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
日
一
円
感
謝
き
ょ
金
50
万
円

269165_婦人ひめじ2024年_第550号_P4
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（7）  第550号（改版第53号） 2024年（令和6年）婦人ひめじ

▲始まる前の静けさ

校区婦人会校区婦人会

城
西
校
区

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

　
30
回
記
念
輪
投
げ
大
会

12
月
10
日
㈰
、
城
西
小
体
育
館
で
第
30
回
記

念
の
輪
投
げ
大
会
を
実
施
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
、
32
チ
ー
ム
と
自
治
会
・

各
種
団
体
・
ス
ポ
ー
ツ
21
・
奉
仕
の
方
、
皆
様

合
わ
せ
て
約
3
0
0
名
の
ご
参
加
を
頂
き
、
又
、

松
岡
校
長
先
生
・
藤
本
教
頭
先
生
も
ご
参
加
く

だ
さ
り
、
い
つ
も
笑
顔
の
両
先
生
も
投
げ
る
時

の
真
剣
な
お
顔
は
、
曽
我
（
連
）
自
治
会
長
様
も

マ
ス
ク
と
眼
鏡
の
奥
で
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。沢
山
の
方

が
笑
い
と
応
援

で
熱
気
に
あ
ふ

れ
、地
域
の
皆
様

の
強
い
絆
を
感

じ
さ
せ
て
頂
い

た
日
で
し
た
。

（
東
山
昌
代
）

広
峰
校
区

音
楽
遊
び

広
峰
校
区

第
5
回

　
　
生
活
学
級
と
閉
講
式

11
月
15
日
㈬
、
広
峰
幼
稚
園
、
22
日
㈬
・
29
日

㈬
と
広
峰
保
育
園
に
子
育
て
支
援
と
し
て
音
楽

遊
び
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。バ
イ
オ
リ
ン
の

演
奏
で
は
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」
を
聴
い
て
子
供

達
は
「
こ
の
曲
知
っ
て
る
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
を

し
、
様
々
な
楽
器
に
触
れ
る
体
験
で
は
使
っ
た

事
の
な
い
楽
器
の
音
に
大
喜
び
を
し
、
最
後
に

は
様
々
な
色
の
布
を
広
げ
て
走
っ
た
り
踊
っ
た

り
音
楽
を
体
全
体
で
感
じ
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
（
藤
谷
有
香
）

1
月
18
日
㈭
、

第
5
回
生
活
学

級
と
し
て「
防
犯

講
座
」を
開
催
し

ま
し
た
。

姫
路
警
察
の

藤
井
警
部
補
に

最
近
の
多
種
多

様
な
犯
罪
の
手

口
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
頂
き

ま
し
た
。

広
峰
校
区
で

は
「
こ
ん
な
話
し

は
詐
欺
で
す
よ
」

と
言
う
歌
を

作
っ
て
啓
発
活

動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。こ
の

歌
は
兵
庫
県
警
の
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
聞
い
て
下
さ
い
。

（
藤
谷
有
香
）

269165_婦人ひめじ2024年_第550号_P7
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第550号（改版第53号）  （6）2024年（令和6年） 婦人ひめじ

▲信号を守りましょう

▲協力し合ってできました

活動報告活動報告

豊
富
校
区

三
角
布
の
使
い
方

豊
富
校
区

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー

11
月
10
日
㈮
、
豊
富
小
中
学
校
に
お
い
て
8

年
生
（
中
学
二
年
生
）
を
対
象
に
行
な
い
ま
し

た
。日
本
赤
十
字
社
職
員
の
ご
指
導
の
も
と
、

「
き
ず
の
止
血
の
し
か
た
」「
三
角
布
の
使
い
方
」

を
習
い
ま
し
た
。使
い
慣
れ
な
い
三
角
布
で
し

た
が
、
生
徒
は
真
剣
に
取
り
組
み
あ
っ
と
い
う

間
に
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け

に
家
族
の
方
と
も
う
一
度
ト
ラ
イ
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。 

（
上
野
裕
美
）

11
月
24
日
㈮
、
小
中
学
生
の
登
校
の
見
守
り

を
行
な
い
ま
し
た
。寒
い
中
で
し
た
が
、
子
供
た

ち
は
元
気
に
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
に
登
校
し
て
い
る
姿

を
見
て
安
心
し
ま
し
た
。私
た
ち
大
人
も
見
習

い
交
通
安
全
を
意
識
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

 

（
上
野
裕
美
）

中
寺
校
区

防
災
訓
練
で
炊
き
出
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施

中
寺
校
区

お
正
月
迎
え
る
寄
植
え

11
月
26
日

㈰
、
溝
口
自

治
会
自
主
防

災
訓
練
が
行

な
わ
れ
ま
し

た
。各
組
毎

に
太
子
堂
広

場
へ
避
難

し
、
婦
人
会

は
赤
十
字
奉

仕
団
と
し
て

10
名
が
炊
き
出
し
に
参
加
。ア
ル
フ
ァ
化
米
を

使
い
具
材
を
混
ぜ
熱
湯
を
注
ぎ
、
1
3
0
人
分

の
き
の
こ
ご
飯
を
手
早
く
作
り
ま
し
た
。ガ
ス
、

電
気
が
使
え
な
く
て
も
水
を
注
ぐ
だ
け
で
ご
飯

が
で
き
ま
す
。も
し
も
の
時
に
備
え
て
対
策
を

考
え
再
認
識
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

 
 

（
飯
田
規
容
子
）

12
月
22
日
㈮
、
溝
口
自
治
会
館
駐
車
場
で
去

年
に
つ
づ
き
、
今
年
も
寄
植
え
を
実
施
し
ま
し

た
。お
天
気
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
良
い

天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。冷
た
い
風
の
中
で
し

た
が
、
24
名
の
参
加
者
が
持
参
し
た
植
木
鉢
に

七
種
の
苗
を
和
気
あ
い
あ
い
と
自
分
の
思
う
様

に
心
を
こ
め
て
植
え
、
自
分
流
の
寄
植
え
が
出

来
ま
し
た
。

お
正
月
を
迎
え
る
準
備
が
ひ
と
つ
で
き
ま
し

た
。春
ま
で
か
わ
い
い
花
に
水
を
や
り
、
愛
情
か

け
て
花
を
咲
か
せ
た
い
で
す
。（
松
本
由
美
子
）
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2024年（令和6年） （8）  第550号（改版第53号）婦人ひめじ

　毎年3月8日は『国際女性デー』です。女性への
差別撤廃や地位向上などを目指し、言語・文化・
政治や経済的な壁に関係なく、国や社会に貢献し
た女性の勇気と決断を称える日として、国連によ
り1975年に定められました。
　当日は、世界各地で記念行事が行われているほ
か、それぞれの国の歴史や伝統に応じたさまざま
な取組がされています。
　姫路市では姫路城とアクリエひめじ
が『国際女性デー』のシンボル
「ミモザの花」をイメージした
黄色にライトアップされました。

姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”
〒670-0012　姫路市本町68番地290　イーグレひめじ3階　　Tel.079-287-0803　　Fax.079-287-0805

ホームページ　https://www.city.himeji.lg.jp/i-messae

　『あいめっせ』では、男女共同参画週間にあわ
せ、ジェンダーバイアス（性別による固定的な役割
分担意識）にとらわれず、家事や子育て、仕事など
に取り組む姿を表現した写真を募集する『あいめっ
せ写真展』を例年開催しています。
　12回目となる写真展の募集要項はあいめっせ
ホームページで近日公表予定です。
　皆様とっておきの写真でのご応募をお待ちしてい
ます。

第12回

だよりだより

▲黄色にライトアップされた姫路城

広報ひめじ4月号に
合わせて配布されます。
是非ご覧ください。

あいめっせ写真展
『みんなの男女共同参画』

パンフレットを
全戸配布します

『国際女性デー』『国際女性デー』
姫路城とアクリエひめじをライトアップ


